
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

身近な樹木への関心を高め，保護意識の醸成をはかることを目

的として，校庭に残存する巨樹を題材とした環境教育が試みられ

ている1,2)。長友・近江は，小学校の校庭に存在する巨樹に，在学

時日常的に接していた児童ほど，在学時のみならず卒業後も巨樹

に対して親しみを持ち続けるとともに，日常生活の中で樹木への

接触行動をとろうとする傾向があること1）を示し，長友・下村は，

校庭の巨樹を用いた環境教育の受講経験が多い小学生ほど，巨樹

への評価が高まるとともに，日常的な樹木に対する自然接触行動

を誘発すること 2)等を明らかにしている。したがって，校庭に巨

樹が残存する小学校で，保護意識を醸成するためには，教員によ

る巨樹を活用した環境教育の実践が重要であり，教員の知識と意

識の向上が求められる。しかし，環境教育を実践しうる教員の意

識を調査し，巨樹を用いた環境教育を進める上での方向性を示し

た研究事例は見られない。そこで本研究では，巨樹を校庭に有す

る小学校において，教員の巨樹への評価及び環境教育の実践等に

対する意識調査を行い，巨樹を用いた環境教育の実践の現状と問

題点を明らかにし，教育現場でより多くの教員の取り組みを可能

とする方策策定のための基礎資料を得ることを目的とした。 

 

２．調査対象校の選定および調査方法 

（１）調査対象校の選定 

本研究では環境庁(1991)3)の定義に従い，「地上約 130cm の高

さでの幹周が300cm以上の樹木であり，地上から130cmの位置

において幹が複数に分かれている樹木の場合は，個々の幹の幹周

の合計が300cm以上であり，そのうちの主幹の幹周が200cm以

上のもの。」を満たす樹木を巨樹とした。 

事前調査として，校庭に他の樹木と区別が容易な巨樹が存在す

る小学校であることを条件に,環境庁の調査報告書 4,5)および京都

市の報告書6)により調査対象校の検索を行った。次に,報告書より

見出された小学校名でインターネット上の YAHOO！JAPAN による

検索を行い，ホームページ等を確認した後，現地踏査による調査

対象校の確認を行った。その結果，条件を満たす小学校を8校見

出すことができた。それらのうち，教員へのアンケート調査に協

力が得られた千寿本町小学校（東京都足立区），八基小学校（埼玉

県深谷市），衣笠小学校（京都市北区），小針小学校（埼玉県北足

立郡伊奈町）の4校をケーススタディの対象とした。 

（２）調査方法 

（ｉ）調査対象校の概要調査 

 現地踏査，学校長へのヒアリング及び既往研究2,7)より，調査対

象校に残存する巨樹の生育状況，児童の巨樹への日常的な係わり

の様子，調査対象校の巨樹を用いた環境教育の現況等を把握した。 

（ⅱ）教員へのアンケート調査 

各調査対象に勤務する教員を対象としたアンケートで，巨樹を

用いた環境教育の必要性，関心，実践経験，巨樹への好感度およ

び評価，授業外で話題として話す頻度，さらに，過去の巨樹以外

の樹木を用いた環境教育実践経験等をたずねた。アンケート用紙

は各小学校に 40 部ずつ用意した。そして，各小学校長の協力を

得て，配布をあらかじめ委託し，放課後の時間等に実施してもら

い，後日，回収する方法をとった。配布は平成 17 年 2 月下旬か

ら3月中旬にかけて行った。 

 

３．結果および考察 

（１）調査対象校の概要 

（ⅰ）千寿本町小学校2） 

 残存する巨樹はクスノキであり，樹高約 16m，幹周 560cm で

ある。校庭全面を全天候型にする舗装工事の際に，伐採の予定で

あったが，保護を求める地域住民の強い要望があり，保存された。 

学校長が集会でクスノキを取り上げて話をすることはあるが，

学校として巨樹を教材として用いた学習を行う予定はなく，教員

の裁量に任されている。総合的な学習の時間が「くすのきタイム」

と名づけられており，学校のシンボルとして位置づけられている。 
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（ⅱ）八基小学校7) 

樹高 20m，幹周 512cm の緑量に優れたクスノキの巨樹が残存

している。千寿本町小学校と同様，学校として巨樹を教材とした

学習は実施していない。その存在感から，学校のシンボル的な存

在となっており，総合的な学習の時間の呼称を「くすのきタイム」，

その学年末の発表会を「くすのきワールド」と名付け，開催時に

は地域住民を招待している。 

（ⅲ）衣笠小学校2） 

樹高 17m，幹周 391cm のクスノキが残存し，学校のシンボル

となっている。そのため，総合的な学習の時間を「くすのき学習」，

児童会の夏休みキャンプを「くすのきキャンプ」，ＰＴＡ・児童会

が行う祭りを「くすのき祭」等，「くすのき」の名を学校行事と関

連づけていることが多い。しかし，前2校同様，学校として巨樹

を教材とした学習は取り組んでおらず，その取り扱いは各教員の

裁量に任されている。 

（ⅳ）小針小学校 

町指定の天然記念物に指定されたイチョウの巨樹を有しており，

樹高は 25m，幹周 365cm である。「すずかけや 大いちょう 桜

なみきも この庭で 元気にのびる子を みているよ・・・」と校

歌に歌われたり，学校だよりのタイトル（大いちょう）になった

りと，児童にとって巨樹は学校の象徴となっている。記念写真を

撮る際は，児童の方で希望してイチョウの前で撮ることも多く，

児童の心の奥に残る樹木となっている。なお，学校として巨樹を

教材に用いた学習はなされておらず，各教員に任されている。 

（２）教員へのアンケート 

本研究では，各小学校の教員を対象にアンケートを実施し，回

収された有効回答票は，千寿本町小学校10票，八基小学校13票，

衣笠小学校 8 票，小針小学校 18 票であった。なお，以下に示す

アンケート結果については，地域および樹種に違いがあるものの，

各校ともに概ね類似していた。しかし，全数が49票であり，個々

の学校からの回答数が少数のため，学校間の差の検定は不可能と

判断した。また，男女間（男女比 3:1）および樹種間（千寿本町

小学校，八基小学校および衣笠小学校の3校と小針小学校間）で

見た結果も同様に類似しており，t 検定による有意な差は認めら

れなかった。そこで，全体を合わせて検討することとした。 

（ⅰ）巨樹を用いた環境教育の必要性，関心，実践経験 

 表-1に示すように，巨樹を用いた環境教育の必要性，関心，実

践経験のそれぞれについて，「とてもある」，「少しある」，「どち

らとも言えない」，「あまりない」，「ない」の5段階の回答を定め

た。その結果，「授業や学級経営の中で巨樹を用いた環境教育の必

要性を感じること」については，「とてもある」(61.2%)，「少し

ある」(28.6%)を合わせて89.8%，「巨樹を用いた環境教育の関心」

については，「とてもある」(26.5%)，「少しある」(53.1%)を合

わせて79.6%であり，巨樹を用いた環境教育の必要性を多くの教

員が感じ，関心をもっていることがわかった。一方，「巨樹を用い

た環境教育の実践経験」については，「とてもある」(16.3%)，「少

しある」(34.7%)を合わせて 51.0%に留まっており，実践経験の

ある教員は少ない。このことから自校に巨樹が存在し，その利活

用に対する意欲はあるものの，実践に結びついていない教員が多

いことが把握された。前述したように，児童の巨樹への評価，日

常的な樹木に対する自然接触行動は，環境教育受講経験と大きな

係わりがある 2)ことが認められている。したがって，実践経験に

結びついていない現状は大きな問題であり，多くの教員が実践可

能となるような方策を追究する必要があるものと思われる。なお，

表-2 には実践経験のある教員が行った実践内容を示した。「歴史

について」の学習が多くの教員によってなされており，単なる樹

木としてではなく，歴史を感じさせる文化財的な感覚で教員は接

しているのではないかと考えられる。 

（ⅱ）実践経験の有無による教員の意識の比較 

 調査対象の4校ともに，学校として巨樹を教材として用いた学

習を行っておらず，巨樹を用いた環境教育の実践は教員の裁量と

なっている。そのため，表-1に示すように，巨樹を用いた環境教

育の実践経験がある教員とない教員とが存在し，先述のように各

校ともに類似した様子を示していた。ここでは，表-1に示した「巨

樹を用いた環境教育の実践経験」において，「とてもある」，「少し

ある」と回答した教員を実践経験「有」，その他の回答の教員を実

践経験「無」とし，実践経験の有無による巨樹に対する意識等の

差異を明らかにし，多くの教員の実践を誘発するための方向性を

探った。 

① 巨樹に対する好感度 

 「校庭の巨樹を好きだ」に対する回答は，実践経験「有」では

「思う」（72.0%），「少し思う」（28.0%）を合わせて100%であり，

実験経験「無」においても，「思う」（79.2%），「少し思う」

（20.8%）を合わせて100%であった（表-3）。このことから，巨

樹を用いた環境教育実践経験の有無に係わらず，全ての教員が自

校の巨樹に対して好感を持っていると考えられた。したがって，

教員の巨樹への親しみが，そのまま巨樹を用いた環境教育の実践

に結びつくとは言えないことがわかった。 

表－3 巨樹への好感度 

思う 少し思う その他
c

有(n=25)
a 18(72.0) 7(28.0) 0(00.0)

無(n=24)
b 19(79.2) 5(20.8) 0(00.0)

計(n=49) 37(75.5) 12(24.5) 0(00.0)

b：「無」，「どちらともいえない」「あまりない」「ない」の計（「無回答」1名含む）

巨樹への好感度

実践経験の有無による差

実践経験
回答数（％）

有意差検定
d

d：実践経験の有無によるｔ検定の結果　**：p＜．01　*：p＜．05　-：有意差なし

校庭の巨樹が好きだ -

ａ：「有」，「とてもある」「少しある」の計

c：「どちらともいえない」「あまり思わない」「思わない」の計

表－1 環境教育への意識 

とてもある 少しある その他a

授業や学級経営の中で巨樹を用いた環
境教育の必要性を感じること

30(61.2) 14(28.6) 5(10.2)

巨樹を用いた環境教育の関心 13(26.5) 26(53.1) 10(20.4)

巨樹を用いた環境教育の実践経験 8(16.3) 17(34.7) 24(49.0)

環境教育への意識
回答数（％）

ａ：「どちらともいえない」「あまりない」「ない」の計（「無回答」1名含む）

実践の内容 複数回答による回答数※（％）

歴史について 14(56.0)

写生や工作のモデル 5(20.0)

葉を用いた 5(20.0)

幹周など巨樹本体を調べた 2(08.0)

巨樹にくる鳥や虫 2(08.0)

実を用いた 1(04.0)

樹皮を用いた 1(04.0)

※表-1における「実践」が「とてもある」「少しある」と答えた回答
者における回答数

表－2 実践の内容 
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② 巨樹への評価 

 既往の研究 1,2)に準じて,「景色をよくしてくれる」，「歴史を感

じさせてくれる」等，巨樹への評価を表す12項目について，「思

う」，「少し思う」，「どちらともいえない」，「あまり思わない」お

よび「思わない」の 5 段階に分けて回答を求めた（表-4）。そし

て，教員の巨樹を用いた環境教育実践経験の有無と巨樹への評価

との関わりを知るために，t 検定による有意検定を行った。その

結果，「神が宿るような神秘的な感じがするもの」以外の11項目

では，実践経験の有無に係わらず「思う」，「少し思う」との回答

が 66%以上を示していた。そして，「地域の宝であり，誇るべき

もの」，「いつも見守ってくれる守り神のようなもの」の2項目に

おいて，巨樹を用いた環境教育の実践経験が，「とてもある」，「少

しある」と回答した教員と，その他の回答をした教員との間に有

意な差が認められた。 

以上の結果から，教員の多くは実践の有無にかかわらず，巨樹

に対して多くのプラス評価をしているが，その中にあって，実践

経験のある教員は，実践経験のない教員に比べ，自校の校庭に残

存する巨樹の価値を地域レベルでとらえ，「守り神」とも思える，

極めて身近な存在として意識していることがわかった。住居系住

宅街の住民の意識調査により，巨樹に接触する機会が多いほど，

巨樹をプラスに評価するとの結果が報告されている 8)。したがっ

て，巨樹を用いた環境教育の実践に教員の意識を向けるには，教

員が巨樹に接する機会を作り，巨樹を身近な存在であると認識さ

せて，教員による巨樹の評価を高めることが重要だと考えられる。 

なお，本研究では，実践経験の結果，巨樹を「地域の宝」と認

識したのか，「地域の宝」という認識が実践を誘発したのかなどの

因果関係を明確にすることは困難である。しかし，表-1，2 に示

すように，実践経験のある教員の内の多くは，生活科や総合的な

学習の時間を中心として，巨樹の歴史等を調査している。教員へ

のアンケートの自由記述欄には，調査の際，学校内に留まらず地

域に出て行き，児童とともに地域の高齢者にヒアリングを行った

り，年配の卒業生が巨樹を見にきた姿を見かけたりしたとの記述

が複数見られた。こうした経験を通じて，巨樹と地域との関わり

を実感できたことが，巨樹の価値を地域レベルでとらえ得た要因

として推測できる。そして，学校のみならず「地域」の宝という

認識を教員が持つことで，さらに教材として取り上げようとする

意識が向上するのではないかと考えられる。授業のみならず，多

くの教育活動の中で，学校内に留まらず，「地域の中の巨樹」とい

う認識を教員がもつことができるよう，巨樹を題材に学校と地域

との係わりを深める方策が必要と考えられる。 

③ 巨樹の話の頻度 

「学級や集会などで児童に巨樹の話をすること」に対する回答

は，実践経験「有」では「よくある」（40.0%），「たまにある」

（52.0%）であり，巨樹の話をすることがあるとの回答が合わせ

て 92.0%となった。一方，実験経験「無」においては，「よくあ

る」（20.8%），「たまにある」（45.8%）であり，合わせて 66.7%
であった（表-5）。そして，t検定では，環境教育の実践経験が「と

てもある」，「少しある」と回答した教員ほど，他の回答をした教

員に比べ，巨樹の話をすることが「よくある」，「たまにある」と

する割合が有意に高いことがわかった。このことから，巨樹を用

いた環境教育を実践することで巨樹に対する関心がより高まり，

授業以外の場において「巨樹の話をする」活動につながったと考

えられる。長友・下村 2)は，巨樹に係わることを資料集等で調べ

たり，巨樹の歴史についての話をしたり等の「概念的な学習」に

おいても，巨樹に対する児童の評価や保護意識を高める効果があ

ることを報告している。したがって，授業以外での「巨樹の話を

表－5 巨樹の話の頻度 

よくある たまにある その他
c

有(n=25)
a 10(40.0) 13(52.0) 2(08.0)

無(n=24)
b 5(20.8) 11(45.8) 8(33.3)

計(n=49) 15(30.6) 24(49.0) 10(20.4)

b：「無」，「どちらともいえない」「あまりない」「ない」の計（「無回答」1名含む）

ａ：「有」，「とてもある」「少しある」の計

ｃ：「どちらともいえない」「あまりない」「ない」の計

ｄ：実践経験の有無によるｔ検定の結果　**：p＜．01　*：p＜．05　-：有意差なし

学級や集会などで児童に
巨樹の話をすること

*

巨樹の話の頻度

実践経験の有無による差

実践経験
回答数（％）

有意差検定
d

表－4 巨樹への評価 

思う 少し思う その他c

有(n=25)a 19(76.0) 4(16.0) 2(08.0)

無(n=24)b 20(83.3) 3(12.5) 1(04.2)

計(n=49) 39(79.6) 7(14.3) 3(06.1)

有(n=25)a 24(96.0) 1(04.0) 0(00.0)

無(n=24)b 20(83.3) 3(12.5) 1(04.2)

計(n=49) 44(89.8) 4(08.2) 1(02.0)

有(n=25)a 19(76.0) 2(08.0) 4(16.0)

無(n=24)b 21(87.5) 2(08.3) 1(04.2)

計(n=49) 40(81.6) 4(08.2) 5(10.2)

有(n=25)a 9(36.0) 9(36.0) 7(28.0)

無(n=24)b 12(50.0) 7(29.2) 5(20.8)

計(n=49) 21(42.9) 16(32.7) 12(24.5)

有(n=25)a 19(76.0) 3(12.0) 3(12.0)

無(n=24)b 16(66.7) 5(20.8) 3(12.5)

計(n=49) 35(71.4) 8(16.3) 6(12.2)

有(n=25)a 21(84.0) 4(16.0) 0(00.0)

無(n=24)b 14(58.3) 8(33.3) 2(08.3)

計(n=49) 35(71.4) 12(24.5) 2(04.1)

有(n=25)a 24(96.0) 1(04.0) 0(00.0)

無(n=24)b 19(79.2) 4(16.7) 1(04.2)

計(n=49) 43(87.8) 5(10.2) 1(02.0)

有(n=25)a 18(72.0) 6(24.0) 1(04.0)

無(n=24)b 13(54.2) 10(41.7) 1(04.2)

計(n=49) 31(63.3) 16(32.7) 2(04.1)

有(n=25)a 20(80.0) 4(16.0) 1(04.0)

無(n=24)b 14(58.3) 8(33.3) 2(08.3)

計(n=49) 34(69.4) 12(24.5) 3(06.1)

有(n=25)a 13(52.0) 10(40.0) 2(08.0)

無(n=24)b 9(37.5) 7(29.2) 8(33.3)

計(n=49) 22(44.9) 17(34.7) 10(20.4)

有(n=25)a 20(80.0) 5(20.0) 0(00.0)

無(n=24)b 16(66.7) 5(20.8) 3(12.5)

計(n=49) 36(73.5) 10(20.4) 3(06.1)

有(n=25)a 2(08.0) 10(40.0) 13(52.0)

無(n=24)b 2(08.3) 8(33.3) 14(58.3)

計(n=49) 4(08.2) 18(36.7) 27(55.1)

c：「どちらともいえない」「あまり思わない」「思わない」の計

実践経験

ａ：「有」，「とてもある」「少しある」の計

b：「無」，「どちらともいえない」「あまりない」「ない」の計（「無回答」1名含む）

神が宿るような
神秘的な感じが
するもの

-

木の力強さを感
じさせてくれる

-

いつも見守ってく
れる守り神のよ
うなもの

*

学校の宝であ
り，誇るべきもの

-

地域の宝であ
り，誇るべきもの

*

自然の大切さや
不思議さを感じさ
せてくれる

-

生命の大切さを
感じさせてくれる

-

落葉が季節を感
じさせてくれる

-

有意差検定d
巨樹への評価

実践経験の有無による差

回答数（％）

鳥などが集まり，
自然を感じさせ
てくれる

-

景色をよくしてく
れる

-

木陰が安らぎを
感じさせてくれる

-

歴史を感じさせ
てくれる

-

d：実践経験の有無によるｔ検定の結果　**：p＜．01　*：p＜．05　-：有意差なし
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する」活動にも，児童への教育効果が十分に期待できるものと考

えられる。巨樹を用いた環境教育を実践することは，授業やその

他の機会での児童への教育効果を考えた場合，大きな意義がある

と思われる。なお，表-6には学級や集会など，授業以外の場で教

員が児童に伝えた巨樹に関わる話の内容を示した。「巨樹の歴史」

や「成長との関係」などが多く，巨樹を樹木の範囲内で捉えるの

ではなく，長年生きてきた尊い存在として位置づけて話を伝えて

いることがわかった。 

④ 巨樹以外の樹木を用いた環境教育の実践経験 

 「自校の巨樹以外の樹木を用いて，過去に環境教育を実践した

ことがあるか」に対する回答は，実践経験「有」は，「とてもある」

（16.0%），「少しある」（56.0%）であり，合わせて72.0%であっ

た。一方，実践経験「無」では，「とてもある」との回答はなく，

「少しある」が 37.5%であった（表-7）。そして，t検定の結果，

環境教育の実践経験が「とてもある」，「少しある」と回答した教

員ほど，他の回答した教員に比べ，自校の巨樹以外の樹木を用い

て，過去に環境教育を実践したことが「とてもある」，「少しある」

とする割合が有意に高いことがわかった。長い年月にわたって生

き抜いてきた巨樹は，単に緑の役割を持つのみならず，文化財・

信仰の対象 9,10)，生命の尊厳や大切さを教育する上での教材 11)と

しても重要であることが指摘されている。このことから，表-2に

示した実践内容のうち，巨樹に特化した実践内容と思われる「歴

史について」や「幹周など巨樹本体」の調査により，上記のよう

な教育効果が得られるものと考えられる。一方，検定の結果から，

それ以外の「葉，実および樹皮」を用いた調査や「鳥や虫」の調

査等については，巨樹を用いた実践のスキルが巨樹以外の樹木に

よる実践にいかされた，もしくは巨樹以外の樹木による実践のス

キルが巨樹を用いた場合にいかされたものと考えられる。本研究

では，それがどちらであるかを明確にすることは困難であるが，

自校に巨樹がない場合であっても，身近な樹木を用いて環境教育

を実践していくことで得られた実践スキルが，将来的に異動先に

巨樹が残存した場合，巨樹を用いた環境教育の実践スキルの一部

として役立つこととなり，教員の実践行動の誘発につながるもの

と考えられる。 

 

４．おわりに 

 本研究では，校庭に巨樹を有する4つの小学校を対象に，教員

の巨樹を用いた環境教育の必要性，関心，実践経験，巨樹への好

感度および評価，授業外で話題として話す頻度，過去の巨樹以外

の樹木を用いた環境教育実践経験等について調査した。 

巨樹を用いた環境教育の必要性，関心および実践については，

多くの教員が必要性を感じ，関心をもっているにもかかわらず，

その必要性と関心が実践に結びついていない問題点が把握された。 

実践経験の有無による教員の意識の差異による解析を行ったと

ころ，実践経験の有無による差異として，巨樹への評価の「地域

の宝であり，誇るべきもの」，「いつも見守ってくれる守り神のよ

うなもの」や「学級や集会などで児童に巨樹の話をすること」に

有意な差が認められた。このことから，巨樹を用いた環境教育の

実践に教員の意識を向けるには，巨樹に接する機会を多く与え，

巨樹への教員の評価を向上させるとともに，地域と巨樹との係わ

りを知り，深める方策が必要であると考えられた。そして，実践

することで巨樹に対する関心がより高まり，授業以外の場でも話

題として取り上げることとなり，教育効果が増大するものと考え

られた。なお，巨樹を用いた環境教育の実践経験がある教員ほど，

自校の巨樹以外の樹木を用いて，過去に環境教育を実践した経験

を有している割合が有意に高かった。これは，巨樹を用いた実践

のスキルの一部が巨樹以外の樹木による実践にいかされたか，巨

樹以外の樹木による実践のスキルが巨樹を用いた実践のスキルの

一部としていかされたものと考えられた。 

以上より，教育現場で，巨樹を用いた環境教育がより多くの教

員により実践されることが可能となるためには，次の点を考慮す

べきであると考えた。 

既に自校に巨樹が校庭に残存している教員の場合は，地域と巨

樹との係わりを認識し，巨樹への評価を高めることができるよう，

巨樹と頻繁に接する機会を持つとともに，環境教育の実践を行う

際には，巨樹と地域との係わりを感じられるよう，校内のみなら

ず，地域に出て調査等を行うことが重要であると考えられた。一

方，自校に巨樹が残存しない場合には，身近にある樹木を用いて

環境教育を実践していくことで，巨樹を用いた環境教育の実践ス

キルの一部を取得することとなり，将来的に巨樹が残存する学校

に異動した際の実践行動の誘発につながるものと考えられた。 
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表－7  巨樹以外の樹木を用いた環境教育の実践 

とてもある 少しある その他
c

有(n=25)a 4(16.0) 14(56.0) 7(28.0)

無(n=24)b 0(00.0) 9(37.5) 15(62.5)

計(n=49) 4(08.2) 23(46.9) 22(44.9)

d：実践経験の有無によるｔ検定の結果　**：p＜．01　*：p＜．05　-：有意差なし

樹木を用いた環境教育
の実践

**

ａ：「有」，「とてもある」「少しある」の計

b：「無」，「どちらともいえない」「あまりない」「ない」の計（「無回答」1名含む）

c：「どちらともいえない」「あまりない」「ない」の計

有意差検定
d

回答数（％）
巨樹以外の樹木を対象と
した環境教育

実践経験の有無による差

実践経験

話の内容 複数回答による回答数※（％）

巨樹の歴史 21(84.0)

生徒の成長との関係 14(56.0)

生命の尊さ 13(52.0)

自然の大切さ 11(44.0)

巨樹の伝説 5(20.0)

樹木の効用 5(20.0)

※表-5における「学級や集会などで児童に巨樹の話をすること」
が「よくある」「たまにある」と答えた回答者における回答数

表－6  巨樹の話の内容 
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